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山口大学所蔵学術資産継承事業報告書 
 
１．保存･継承の意義と必要性  

山口大学（以下「本学」という。）は、昭和２４年に設置され、以来５７年の歴史を

有している。その間多くの学術資産を収集し、有為な人材を輩出するための教育研究

活動に当該学術資産を活用してきた。法人化された後もなお、本学は、山口県の地域

基幹総合大学として、高度職業人の養成及び地域職業人の育成を旨として、一層の発

展を遂げていく必要がある。そのためには、本学は、先人の努力により収集された学

術資産を、適切に評価した上で、継承し、活用していく環境を整えなければならない。 
国の科学技術・学術施策においても、平成１８年度から平成２２年度まで実施され

る第３期の科学技術基本計画において、日本の科学技術計画を実施していくための科

学技術システムの改善の重点として、「人材の育成」や「イノベーションの創設」とと

もに、「科学技術振興のための基盤の強化」を掲げている。そして、基盤の強化の具体

策として、「施設・設備の重点的整備」とともに、「知的基盤の整備」や「研究情報基

盤の整備」を掲げている。日本の科学技術を担う人材を育成するために大学の果たす

役割は大きく、本学も多様な基礎研究や応用研究を行ってきた。その教育研究活動の

中で収集されてきた博物・標本資料や文字・活字資料を適切に保存し、データベース

化やアーカイブ化を行うことが、将来にわたって利用可能な「教育研究情報基盤」の

整備のひとつとなるものである。そしてこれら整備された「教育研究情報基盤」をも

とに、さらに多様な基礎研究、応用研究などが展開されていくことが期待される。 
また、平成１８年３月の文部科学省科学技術審議会学術分科会報告である「学術情

報基盤の今後の在り方について（概要）」において、「今後の電子化を踏まえた大学図

書館の強化すべき機能」として、「紙媒体資料をはじめ、さまざまな学術情報資料の収

集・保存・提供について、各大学の研究教育の特徴にあわせ、その充実に努めること

が必要」としている。そして、報告本文において、貴重書等資料の電子化等の努力に

対して、「文部科学省は、教育研究の情報基盤としての充実を図る観点から、これらの

中で重要なものについて支援を行うことが求められる。」としている。 
未来を担う人材の育成や新たな活力の源となるイノベーションの創出など明確な指

針が示されている現在、大学においては、教育研究活動の知的基盤の一角をなす、継

承すべき学術資産の全体像を明確にしておくことが必要不可欠な作業となる。しかし、

本学には多くの学術資産が存在するにもかかわらず、従来その全体像が明らかにされ

たことはなく、また保存・継承状態が必ずしも適切でない例も、いくつか散見される

ことから、この際、学内の学術資産全体を調査し、その保存・継承状態、継承方法お

よび今後の教育研究活動に対する活用方法などを検討し、大学としての学術資産の継

承方針および研究情報基盤の整備の方向性を示しておくことが必要である。 
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２．調査の経緯 
昨年度の各部局からの概算要求において、各部局に散在している学術資産に対して保

存、継承事業の要求が多く見られたことから、大学全体としての学術資産継承に関する

調査、研究が必要であるとの認識に至り、平成１７年第２６回学部長会議において、大

学情報機構を中心に「山口大学所蔵学術資産継承事業」を実施することが了承された。 
平成１８年５月２７日に、大学情報機構長の下に、各部局からの有識者で構成する「山

口大学所蔵学術資産継承事業プロジェクト活動委員会」（以下「委員会」という。）を設

置するとともに、第１回委員会を開催し、各部局が所蔵する学術資産を網羅的に調査し、

学術資産のそれぞれに対する学術資産継承事業調査票（個票）（以下「個票」という。）

を作成することとした。 
個票が集まった段階で、７月２５日に第２回委員会を開催し、保存・継承状態や継承

方策の現状を議論し、それぞれの学術資産に対する保存・継承方針を作成することとし

た。 
９月２９日には、第３回委員会を開催し、報告書の骨子案を示し、最終報告へ向けた

調整議論を行った。 
 

３．個票と学術資産リスト 
参考資料１に各部局から提出された個票と山口大学所蔵学術資産リスト（以下「学術

資産リスト」という。）を添付する。なお、山口大学図書館所蔵のものは、これまで出

版されてきた各コレクションの目録リスト及び解説等を個票の内容とみなし、学術資産

リストに直接まとめて、記載した。 
 
４．山口大学所蔵学術資産の継承方法について 

学術資産継承対策を考えるにあたって、課題をいくつかに整理する。まず、対象と

なる学術資産には、大きく分けて、（１）博物・美術資料（博物・標本資料、絵画・彫

刻・工芸品類および学術機器類）と（２）文字・活字資料（和古書、漢籍、洋書、文

書類、収集コレクション類および大学史料）の２種類があることを前提に課題を整理

する。 
１． 博物・美術資料の保存 

博物・美術資料については、学術資産リストでは、博物・標本資料、絵画・彫

刻・工芸品類および学術機器類という主に外形的特長に即して大別したが、教育

研究活動の機能に注目して分類すれば、①各部局の教育研究活動の目的に応じて

収集された教育研究資料類（岩石標本やゾウリムシ保存株、商品資料、農機具類

などをいう。以下同じ。）と②各部局施設の歴史的活動の中で、教育研究の目的と

は無関係に収集された歴史的資料類（環境整備のために配置された美術品や各施

設の歴史的由来に起因する記念物、過去に教育研究活動に利用されていた機器類、
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施設工事に伴い発見された埋蔵文化財などをいう。以下同じ。）の２種類に大別さ

れると思われる。ただし、後者の歴史的資料類であっても、例えば機器類や埋蔵

文化財のように、それらが科学史，技術史，考古学などの教育研究活動に供され

る資料である場合には、それらに教育研究資料類としての価値が生じるであろう。

また、前者の教育研究資料類であっても、それらが現在の教育研究活動の対象と

ならないものであれば、それらは歴史的資料類として取り扱われることもある。 
教育研究活動のために収集されている①の教育研究資料類には、各部局の教育

研究活動の実情に応じた保存、継承対策が採られている。岩石標本、ゾウリムシ

保存株、菌類標本、商品資料、考古学資料などは、各学部の努力の下、一定の環

境の中で、保存され、現在も教育研究活動の対象資料として利用されている。こ

れらの資料類については、各部局の教育研究活動のイニシアティブの下に、資料

のデータベース化の充実や保存継承活動を継続していくことが重要であり、その

活動を通じて、他分野の教育研究資料類との統合や他の類縁機関との連携も必要

となるであろう。 
②の歴史的資料類のうち、環境整備のための美術品等を除いた資料については、

大学組織の歴史的歩みの中で収集されてきたものであり、「大学資料」という位置

づけが必要であるだろう。工学部に散在する機器類は、工学教育、工学研究の中

で利用されてきたものであり、現在の教育研究活動においては、使命を終えてい

るが、教育研究活動の歩みの中では歴史的価値を有しており、将来的には大学博

物館に収蔵されるべきものであるだろう。（現在でも、廊下等一定の博物館機能を

果たす方法で保存されている。）農学部の農機具類についても、かつて、農学部の

庶民文化史の教育研究対象資料として収集されたものであるが、現在はその使命

を終えており、倉庫に眠っているが、本来、大学博物館に収蔵されるべきもので

ある。経済学部では、大学博物館的機能を有した商品資料館を学部の努力によっ

て維持している。 
この①と②のカテゴリーに分けられる博物・美術資料は、互いにそのカテゴリ

ー間を移動可能であり、大学の教育研究活動の目的によって、現在の教育研究活

動の対象資料として活用されたり、大学資料として将来の利用に向けて保存され

たりする。こうした、現在と将来にわたる博物・美術資料の利用を保証するもの

が、「大学博物館」機能である。 
２． 大学博物館 

本学には、もちろん、「大学博物館」は存在しない。しかし、教育研究活動の対

象資料を収集し活用する限り、明示的な組織として保持せずとも、大学が、教育

研究機関として、「大学博物館」機能を果たさなければならないのは、当然のこと

であろう。今回の調査において、本学にも、現在の大学活動の対象資料（生きて

いる博物・美術資料）とともに、大学資料としてかつて収集された対象資料（休
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眠している博物・美術資料）も数多く存在していることが明らかとなった。 
ところで、「大学博物館」機能とは、どのようなものをいうのであろうか。ここ

では、次に掲げる機能を「大学博物館」機能と考える。 
1. 博物・美術資料の現物の収集と収蔵 
2. 博物・美術資料の目録化（データベース化）すなわち検索可能化 
3. 博物・美術資料の利用提供方法の確立 
これら大学博物館機能のそれぞれは、現在各部局の個別の努力によって果たさ

れている。もちろん、現在すぐに、全ての博物・美術資料を収蔵する施設として

の「大学博物館」を構想することは現実的ではない。しかし、大学全体として総

合的な大学博物館機能を方向付けておくことは意義深いことである。少なくとも

各学部の博物・美術資料の一覧と現状を、今回の調査で把握することができた。

これら個々の博物・美術資料の保存継承状態とその活用状況について、今後は、

積極的なアセスメントの実施が重要であるだろう。 
また、本学が山口県の基幹総合大学として教育研究活動の一翼を担う使命を果

たす以上、地域の類縁機関との連携による博物・美術資料の組織化を展開するこ

とが重要である。 
３． 文字・活字資料の保存 

文字・活字資料についても、博物・美術資料と同様、第一義には各部局の教育

研究資料として、資料の保存と活用が行われている。各学部研究室や研究所資料

室に所属する各コレクションについては、それぞれで現在の教育研究活動の目的

に応じた利用を図ることがもっとも重要である。そして、文字・活字資料に対し

ては、幸いなことに、本学の図書館が大学博物館的機能を有している。図書館は、

各学部の現在の教育研究活動を支える資料を収集・提供するという役割と、そし

て大学が過去に収集してきた文字・活字資料を大学資料として保存・継承すると

いう役割を持っている。もちろん、すべての文字・活字資料を保有することはで

きないことから、当該資料の保存・継承については、地域の類縁機関や他の関連

機関との連携協力体制が重要になるのは、博物・美術資料の場合と同様である。 
文字・活字資料に関する図書館の大学博物館的機能の現状と課題については、

特に「山口大学図書館の現状と課題」として、別記することにする。 
また、今回の調査において、教育学部から保健体育教室や同窓会事務局から師

範学校関係史料や校史関係史料の存在が報告された。山口大学においても、「３０

年史」や「５０年史」が既に刊行されており、大学関係史料が収集されていたこ

とと思われるが、大学全体としての大学史料の保存、継承プランはなく、放置す

れば、散逸する可能性が高い。大学関係史料は、過去、現在、未来にわたる大学

の歴史そのものを明示する史料群であり、適切な収集ガイドラインと保存、継承

のための目録化が必要である。 
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４． 地域の類縁機関や他の関連機関との連携協力 
 博物・美術資料も文字・活字資料も、①現在の教育研究活動の対象資料として

の役割を果たすこと、そして②例え現在の教育研究活動に直接かかわらなくなっ

たとしても、本学の歴史的な継承資産として、「大学資料」の位置づけが与えられ

ることを述べた。また、過去、現在そして未来にわたる大学の教育研究活動に対

する資料の収集・保存・提供機能を「大学博物館機能」として整理した。文字・

活字資料については、図書館が、一定限度この大学博物館の役割を果たしてきた。

博物・美術資料については、制度化された博物館組織は存在しないが、部分的に

は、各学部が、その努力によって大学博物館の役割を果たしている。なによりも、

「大学資料」となるべきものが現在もなお数多く残されているということが、そ

の証左である。 
 施設的には、大学博物館は存在しないのであるから、本学の歴史的・学術的資

産を保存・継承するには、市や県そして国の類縁機関や関連機関との密接な連携

協力が図られなければならないだろう。その連携協力の一つが施設的連携協力（地

域博物館構想や収蔵物の分配配置など）であり、もう一つが資料の組織化（総合

目録化や総合データベース化など）である。 
５． 資料の組織化（データベース化） 
 資料の保存・継承は、「大学資料」を大学の教育研究活動に活用するために行わ

れるのであり、現在および未来におけるその活用のために、資料は組織化（目録

化またはデータベース化）されていなければならない。近年のＩＴ技術の進歩に

より、多様な分野においてデータベースが構築されており、これらデータベース

の充実と周知が「大学博物館機能」の向上に資するに違いない。特に文字・活字

資料については、資料そのもののデジタル化も含め、各分野のデータベース化が

着実に進展している。これらのデータベースは、本学が単独で構成するのではな

く、他の関連機関や地域の類縁機関との連携による総合目録化という形で作成す

べきものである。「総合目録」は同時に「共同利用」という活用法を前提に作成さ

れるものであり、それぞれの学術資産を適切にデータベース化することによって、

一定のヴァーチャルな大学博物館機能が実現されると考えられる。そのためには、

まず第一に、それぞれの学術資産のデータベース化のあり方（作成方法、現物の

デジタル化、資料の活用方法など）の方針を定めることが重要である。 
６． 文字・活字資料における保存と提供（将来の利用のために） 

保存は、将来の利用のために行うのであって、学術資産の継承とは、将来にわ

たる教育研究活動での利用を保証することを意味する。そのため、現物が消滅し

ないよう、保存対策が対象資料毎の特性に適合した方法で施される。ところが、

文字・活字資料の場合には、通常の保存対策を施しても、「紙の劣化」という止め

ようのない現象が進行する。 
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つまり、文字・活字資料において、将来の利用を保証するためには、文字・活

字資料の現物を保存するだけではなく、その内容（コンテンツ）を媒体変換によ

りデジタル化することが重要であり、デジタルコンテンツによる学術資産の将来

にわたる利用の保証が、学術資産継承事業において、現物保存と同等に必要なこ

ととなる。 
デジタルコンテンツ化の技術は近年急速に進歩してきたが、デジタルコンテン

ツ化された場合においても、文字・活字資料の利用のためには、目録化が必須で

ある。デジタルコンテンツは、データベース化されて利用されるものであり、目

録のデータベース化があって、はじめて検索利用が可能になる。したがって、文

字・活字資料においては、将来の利用のために①現物保存、②現物の媒体変換（デ

ジタル化）および③目録のデータベース化の３つが一セットとなって行われなけ

ればならない。博物・美術資料においても、①の現物保存と③の目録データベー

ス化は将来の利用のためには必須のものである。 
以上の３点セットは、必須のものではあるが、なお多大なコストを要するもの

である。しかし、デジタルコンテンツの特徴は、いったんデジタル化してしまう

と、複製が容易に行えることにあり、多くの機関で、デジタルコンテンツ化が進

められている。また、目録についても、多くのものが総合目録の形でデータベー

ス化されている。従って，本学も他機関や地域機関との適切な連携・協力を推進

することが必要であり、そのことにより、市民、県民および国民への将来の利用

を保証することが、学術資産継承の重要な意義となるであろう。 
 
５．学術資産継承のための具体的方策について 
１． 保存環境及び保存、継承体制の整備 
各部局において、適切な保存環境の整備を進めるべきである。特に大学博物館機能

を有する図書館は、適切な保存環境のためのガイドラインを示すべきである。 
また、大学の状況、地域の状況を加味しつつ、全学的な蔵書構成ポリシーも含んだ

長期的な大学博物館構想のプランも示すべきであろう。しかし、その具体化に当たっ

ては、予算の制約なども考慮しつつ、調整された分散機能を視野に入れた各部局間の

連携が重要である。 
なお、保存のためのコストについては、文字・活字資料に関するコスト単価を別紙

「総合図書館の現状と課題」に掲載した。また、リスト中のいくつかの資料について

は参考見積もりを徴収したので、参考までに掲載しておく。（①～⑨は久保清風堂） 
① 粟屋家文書（巻子５巻 75紙）裏打ち修復            2,029,650円 
② 源氏物語（４３冊）6冊修理、変形補修等       110,250～238,350円 
③ 英草紙（5冊 500葉）相紙修理～漉き嵌め修理    358,575～1,526,175円 
④ 扶桑隠逸伝（3冊 300葉）相紙修理～漉き嵌め修理   216,825～918,225円 
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⑤ 萬国惣図（1枚）額装～掛軸表装           266,700～435,750円 
⑥ 塩梅記（１冊 75葉）相紙修理～裏打ち修理       74,760～380,835円 
⑦ 京本通俗演義（3冊 300葉）相紙修理～裏打ち修理  327,285～1,498,035円 
⑧ 水陸路程（6冊 600葉）相紙修理～裏打ち修理    444,360～2,212,560円 
⑨ 総合図書館貴重書室内上記資料（②～⑧）の補修（ナカバヤシ）と主要貴重書

資料の中性紙箱による保存総額               6,776,750円 
２． 目録の作成および電子化と資産自体の媒体変換によるデジタル化 
各学術資産においては、目録の作成とその電子化を、まず進めるべきである。そ

の際には、各分野における目録のデータベース化の状況に応じ、総合目録化を目指

すべきである。また、可能なものは、学術資産自体の媒体変換によるデジタル化を

図るべきである。 
学内においては、電子化された目録とデジタル化された学術資産をネットワーク

上に公開し、電子博物館的な成果発信機能を構築して、教育研究に資することがで

きるようにすべきである。 
これら学術資産の目録の電子化及び電子博物館的公開事業に関しては、科学研究

費等の外部資金等への申請が重要である。 
以上のような保存、継承事業を推進していくためには、目録化すべき対象資料を

リストアップし、その具体化方策や進捗状況を全学的にマネージメントする体制が

必要である。 
３． 地域連携 

保存、継承環境の整備や、総合目録の形成、電子博物館的成果発信機能の構築

には、地域の拠点大学として、国の関連機関はもとより、地域の文化・教育機関

との協力連携が不可欠であり、県教育委員会、県市立図書館、県立文書館、県市

立博物館、県市立美術館などとの関係を深めることが重要である。 
 

４． 概算要求のための準備 
 以上、本学における「大学博物館｣機能の実現策として、上記１－３の具体策を

実施しつつ、同時に現在及び将来の教育研究活動の向上に資することができるか

どうかについての適切なアセスメントを行った上で、全学的合意がなされたとき

に初めて、概算要求としての提案書を準備することができると考えられる。 
 そのためには、本委員会の活動をもとに、専門別、分野別のより実働的なワー

キンググループを組織し、それぞれの専門的知見に即した目標設定や作業の優先

順位付け、外部資金導入、地域連携の模索等の具体的プランニングと実働を行な

える体制づくりが重要である。 
したがって、本委員会を発展的に解消し、保存、継承事業の具体化をマネージ

メントする委員会ないしはWGの運営委員会の下への設置を提案する。 
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数量 個数
点数、巻数 冊数、通数

1 亀山キャンパスより移植の植木 教育学部前庭 10
1本が枯れかかっ
ている

2 農業用具
教育学部実習農場(大内
長野)

7 現在も使用中

3 経済学部商品資料館所蔵商品資料 経済学部商品資料館 「山口大学商品資料目録」(1982) 8,026 一部にカビ

4 菌類標本 農学部429号室 国立科学博物館データベース 4,000 良好

5 農学部所蔵農機具・農家生活資材
連合獣医学研究科地下
倉庫

山口大学農学部所蔵「民俗資料目
録」(1977)

環境、状態とも極
めて劣悪

岩石 1,564
鉱物 1,496
化石 208
計 3,268

7 ゾウリムシ保存株 理学部３号館、１１０室 24 2,000 良好

隕石 　 100

粘土層 10

隕石孔 50

宝石 10 　
画像、
記録資
料

50 　

箱 5

土器 900
石器 250
金属器 50
計 1,300

11 人文学部考古学研究室発掘調査資料
人文学部２階考古学資料
室

「山口大学人文学部考古学研究室
研究報告」１～５集(1982-1988)

1,500 不良

①　博物・標本資料

場所 目録

月面アポロ探査記録資料（米国ＮＡＳＡ
作成）
9

8
岩石鉱物試料：世界の衝突変成、地質
境界、隕石、衝突孔

「理学部１号館、３階、３４
３研究室、347実験室、
318室標本室」などに分
散格納

10

理学部４階地球科学標本
室

理学部所蔵地球科学教室地質標本6 目録

Ⅰ. 博物・美術資料

保存環境、状態タイトル

良好
「理学部１号館、３階、347
実験室、318室実験室」な
どに分散格納

良好

山口大学所蔵学術資産リスト

保存環境、状態と
も良好

人文学部２階考古学資料
室

解説文の中にリスト(1987、1984 山
口地学会編；1987、応用物理学
編）

不良官立山口高等学校旧蔵考古資料
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数量 個数
点数、巻数 冊数、通数

12 山口大学構内遺跡関連資料
埋蔵文化財資料館・教育
学部数理情報コース実習
室

山口大学埋蔵文化財資料館編
『山口大学構内遺跡調査研究年報
Ⅰ～ⅩⅣ・
ⅩⅥ・ⅩⅦ』1982・1985～1995、
2000、2004年
山口大学埋蔵文化財資料館編
『山口大学埋蔵文化財資料館年
報』2005年

箱 540 不良、狭隘

13 山口県内考古資料
埋蔵文化財資料館・教育
学部数理情報コース実習
室

山口大学埋蔵文化財資料館編
『山口大学構内遺跡調査研究年報
Ⅴ』1986年

箱 250 不良、狭隘

1 教育学部所蔵壷 教育学部長室 3

2 秋山泉氏寄贈絵画 教育学部長室 2 良好

3 学部所蔵絵画・彫刻類

1
質量分析計（アルコシステム・WSMR-
1400R)

教育学部101-2 1 良好

2 タイガー機械式計算機
工学部社会建設工学科
基盤構造工学研究室

1 ロッカー保存

3 （機械式）インバ－タ－
工学部社会建設工学科
基盤構造工学研究室

1 ロッカー保存

4 展示用電子部品一式
工学部電気電子工学科
棟1階廊下

式 14 良好

5 化学天秤 工学部西研究棟 2 普通

6
標準電池、標準抵抗、ガルバノメー
ター

工学部西研究棟 式 1 普通

7 計算尺と思われる定規状のもの 工学部西研究棟 式 1 普通

8
プラニメータとインボリュート歯車設計
用定規

工学部機械工学科 3 良好

9 化学天秤(島津製作所） 工学部図書館 式 1 良好

②　絵画・彫刻・工芸品類

③　学術機器類

場所 目録 保存環境、状態タイトル
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数量 個数
点数、巻数 冊数、通数

1 近世版本類 教育学部国語資料室 57 270 良好

2
旧制山口高等学校、旧制山口高等商
業学校旧蔵古典籍

総合図書館３階貴重書庫
室

424 3,368
高温多湿、低温乾
燥、不良

3 若月紫藍文庫所蔵和古書
総合図書館３階貴重書庫
室

山口大学附属図書館所蔵「若月紫
蘭文庫目録｣(1961)

72 72
高温多湿、低温乾
燥、不良

4 棲息堂文庫所蔵和古書
総合図書館３階貴重書庫
室

山口大学附属図書館所蔵「棲息堂
文庫目録｣(1986)

1,636 6,294
高温多湿、低温乾
燥、不良

5 明倫館所蔵和古書
総合図書館３階貴重書庫
室

「明倫館・山口明倫館・越氏塾旧蔵
和漢書目録｣(1989)

119 992
高温多湿、低温乾
燥、不良

6 総合図書館所蔵貴重図書（和古書）
総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学所蔵貴重図書･特殊文
庫目録](1981)

19 110
高温多湿、低温乾
燥、不良

1
人文学部所蔵漢籍(宣統3年(1911)以
前）

人文棟 378 5,466
高温多湿、低音乾
燥、虫損

2 清代名家流出本コレクション 東亜経済研究所

｢山口高等商業学校東亜関係図書
目録](1941)～「山口大学経済学部
東亜経済研究所東亜関係蔵書目
録」(1981)

帙数 450 劣悪

3
旧山口高等学校、高等商業学校所蔵
漢籍

総合図書館３階貴重書庫
室

高温多湿、低温乾
燥、不良

4 棲息堂文庫所蔵漢籍
総合図書館３階貴重書庫
室

山口大学附属図書館所蔵「棲息堂
文庫目録｣(1986)

91 759
高温多湿、低温乾
燥、不良

5 明倫館所蔵漢籍
総合図書館３階貴重書庫
室

「明倫館・山口明倫館・越氏塾旧蔵
和漢書目録｣(1989)

184 4,080
高温多湿、低温乾
燥、不良

6 総合図書館所蔵貴重図書（漢籍）
総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学所蔵貴重図書･特殊文
庫目録](1981)

30 302
高温多湿、低温乾
燥、不良

1 19世紀イギリススポーツ史関連図書
教育学部１７６池田研究
室

6 要補修

2 総合図書館所蔵貴重書洋書
総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学所蔵貴重図書･特殊文
庫目録](1981)

116 267
高温多湿、低温乾
燥、不良

保存環境、状態目録タイトル

②　漢籍

場所

Ⅱ　文字・活字資料

①　和古書

③　洋書
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数量 個数
点数、巻数 冊数、通数

1 粟屋家文書(毛利家来文書) 人文学部国史研究室 5 75 高温多湿、不良

2 椿家文書（庄屋文書） 人文学部国史研究室 345 高温多湿、不良

3 林家文書（庄屋文書）
総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学農学部所蔵　庶民史料
目録」第１集(1961)

4,887
高温多湿、低温乾
燥、不良

4 蔵永家文書（庄屋文書）
総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学農学部所蔵　庶民史料
目録」第１集(1961)

782
高温多湿、低温乾
燥、不良

5 中山家文書(庄屋文書） 総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学農学部所蔵　庶民史料
目録」第２集(1962)

513
高温多湿、低温乾
燥、不良

6 本間家文書(庄屋文書） 総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学農学部所蔵　庶民史料
目録」第１集(1961)

3,996
高温多湿、低温乾
燥、不良

7 山根家文書（毛利家来文書) 総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学農学部所蔵　庶民史料
目録」第１集(1961)

569
高温多湿、低温乾
燥、不良

8 日野教授収集文書(明治期農村文書) 総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学農学部所蔵　庶民史料
目録」第１集(1961)

463
高温多湿、低温乾
燥、不良

9 景山家文書（明治期）
総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学農学部所蔵　庶民史料
目録」第１集(1961)

939
高温多湿、低温乾
燥、不良

10 江本家文書(明治期) 総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学農学部所蔵　庶民史料
目録」第２集(1962)

1,821
高温多湿、低温乾
燥、不良

11 枝村家文書(明治期) 総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学農学部所蔵　庶民史料
目録」第２集(1962)

484
高温多湿、低温乾
燥、不良

図書 5,789
雑誌 2,458

2 旧満鉄関係資料コレクション 東亜経済研究所
｢山口高等商業学校東亜関係図書
目録](1941)～「山口大学経済学部
東亜経済研究所東亜関係蔵書目

1,100 劣悪、酸性紙

3 朝鮮総督府関係資料コレクション 東亜経済研究所
｢山口高等商業学校東亜関係図書
目録](1941)～「山口大学経済学部
東亜経済研究所東亜関係蔵書目

550 劣悪、酸性紙

4 中華民国古典コレクション 東亜経済研究所
｢山口高等商業学校東亜関係図書
目録](1941)～「山口大学経済学部
東亜経済研究所東亜関係蔵書目

帙数 250 劣悪、酸性紙

5 20世紀初期中国雑書コレクション 東亜経済研究所
｢山口高等商業学校東亜関係図書
目録](1941)～「山口大学経済学部
東亜経済研究所東亜関係蔵書目

劣悪、酸性紙

目録

⑤　収集コレクション類

タイトル 保存環境、状態場所

④　文書類

1 劣悪、酸性紙東亜経済研究所大林洋五コレクション
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数量 個数
点数、巻数 冊数、通数

6 台湾総督府関係資料コレクション 東亜経済研究所
｢山口高等商業学校東亜関係図書
目録](1941)～「山口大学経済学部
東亜経済研究所東亜関係蔵書目

帙数 360 劣悪、酸性紙

和書 1,000

洋書 3,200

8 中華人民共和国初期新聞コレクション 東亜経済研究所
「山口大学経済学部東亜経済研究
所東亜関係蔵書目録」(1981)

種類数 3 劣悪、酸性紙

9 理学部所蔵日本地震資料 理学部本館3階314室 3 24

国書 72 72
紫蘭自筆写本 48 48
東大講義ノート 5 8

その他・計 723

レコード 10

和古書 1,636 6,294

漢籍 91 759

その他・計 　 8,208

和古書 119 992

漢籍 184 4,080

計 303 5,072

和書 592

洋書 1,649

和書 2,016

洋書 1,157

和書 3,577

洋書 1,151

16
旧徳山海軍燃料廠移管図書(海軍図
書）

総合図書館３階貴重書庫
室

和洋雑 5,461
高温多湿、低温乾
燥、不良

17 杉山記念文庫(医学関係図書) 医学部図書館 和洋書 365
高温多湿、低温乾
燥、不良

山口大学附属図書館所蔵「棲息堂
文庫目録｣(1986)

総合図書館３階貴重書庫
室

保存環境、状態

高温多湿、低温乾
燥、不良

赤松文庫(社会学関係図書)

タイトル

12 明倫館所蔵和漢籍

高温多湿、低温乾
燥、不良

日田文庫(教育関係図書）

13

14

山口大学附属図書館所蔵「若月紫
蘭文庫目録｣(1961)

総合図書館３階貴重書庫
室

若月紫蘭文庫(演劇関係図書) 高温多湿、低温乾
燥、不良

10

劣悪、酸性紙

棲息堂文庫11

場所 目録

高温多湿、低温乾
燥、不良

総合図書館３階貴重書庫
室

「山口大学文理学部赤松文庫目
録」(1954)

総合図書館３階貴重書庫
室

「明倫館・山口明倫館・越氏塾旧蔵
和漢書目録｣(1989)

高温多湿、低温乾
燥、不良

15 国吉文庫(交通経済学関係図書) 総合図書館３階貴重書庫
室

総合図書館３階貴重書庫
室

[山口大学教育学部日田文庫目
録」(1962)

7
第2次大戦前東亜研究和洋コレクショ
ン

東亜経済研究所

｢山口高等商業学校東亜関係図書
目録](1941)～「山口大学経済学部
東亜経済研究所東亜関係蔵書目
録」(1981)

高温多湿、低温乾
燥、不良
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数量 個数
点数、巻数 冊数、通数

18 鹵獲（ロカク）図書（青島守備隊図書) 総合図書館３階貴重書庫
室

洋書 216
高温多湿、低温乾
燥、不良

総合図書館新館３階 和漢書 7段70連 　
高温多湿、低温乾
燥、不良

総合図書館新館地階 洋書 6段21連 　
高温多湿、低温乾
燥、不良

20 旧山口高等商業学校所蔵図書
総合図書館新館４階、地
階

Dijital Catalog System(カード目録）和漢洋書 47,487
高温多湿、低温乾
燥、不良

21 旧師範学校所蔵図書 総合図書館新館４階 　 和漢洋書 7段160連
高温多湿、低温乾
燥、不良

1 保健体育教室所蔵校史関連史料１
教育学部１６３　保険体
育教室「体育資料室」

「保健体育教室所蔵校史関連史料
目録Ⅰ」(2006)

12

2 保健体育教室所蔵校史関連史料２
教育学部１６３　保険体
育教室「体育資料室」

「保健体育教室所蔵校史関連史料
目録Ⅱ」(2006)

2 紙片脱落

3 保健体育教室所蔵校史関連史料３
教育学部１６３　保険体
育教室「体育資料室」

「保健体育教室所蔵校史関連史料
目録Ⅲ」(2006)

1 紙片脱落

4 保健体育教室所蔵校史関連史料４
教育学部１６３　保険体
育教室「体育資料室」

「保健体育教室所蔵校史関連史料
目録Ⅲ」(2006)

2 紙片脱落

史料 ３列×６段約300綴り

書類
桐ダンス1
棹

木版 1
書画 　 2

（参考）

師範学校史関係史料および山口県師
範学校郷土室保存史料

教育学部北棟214　（教育
学部同窓会事務局）

 未整理 5

⑥　大学史料

場所 目録

旧山口高等学校所蔵図書19

タイトル 保存環境、状態
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

巻子で５巻あり、①１４通、②２５通、③１８通、④１５通、⑤３通の計７５通で
ある。このほか数点の関連文書がある。

5、保存状態
【保存状態】段ボール箱に保存。

粟屋家文書は、徳山藩家老家の文書で、山口大学文理学部に寄贈された。
昭和２６年９月１２日、山口大学附属図書館文理学部分館の受け入れであ
る。以後、人文学部国史研究室に受け継がれてきた。史料年代は、徳山藩
成立の元和３年（１６１７）以降歴代に及ぶ。粟屋豊後元相は、徳山藩祖・毛
利就隆の藩設立のさい、毛利輝元（就隆の父）・毛利秀就（就隆の兄）から
付家老として就隆に付けられた。したがって、徳山藩草創期の原文書を含む
点が、粟屋家文書の最大の特徴である。毛利輝元・毛利秀就・毛利就隆の
原文書を多く含む。また、徳山藩３代毛利元次のコレクションである棲息堂
文庫（山口大学附属図書館）や徳山藩の藩政文書である徳山毛利家文庫
（山口県文書館）とも密接な関係があり、あわせて分析することで史料的価
値がより高まることが期待される。また、粟屋家文書は原史料であり、原史
料の持つ情報量の多さは何物にも換えがたい。本物にふれることで、日本
史専攻の学生・院生に与える教育効果ははかり知れないくらい大きい。しか
し、史料の保存状態は良くなく、緊急に補修を加え、継承資産としての保全
をはかる必要がある。

学術資産継承事業調査票（個票）
所属部局　人文学部　その１ 　　　　　　　　　
粟屋家文書

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

巻子５巻分の釈文はあるが、目録はない。

人文学部国史研究室
【保存環境】高温多湿。
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

無、仮目録のみ

人文学部国史研究室
【保存環境】高温多湿。

学術資産継承事業調査票（個票）
所属部局　人文学部　その２ 　　　　　　　　　
椿家文書

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。

仮目録総タイトル数は３４５点。うち、冊・帳形態のもの約３１５、一紙もの約
２５２、断簡等一括で約４７。

5、保存状態
【保存状態】スチール製の書棚３段に、適宜封筒等に小分けした状態で保管
している。研究室のスペース上の制約から、きわめて狭い空間に、半ば無理
やりに大量の文書を押し込まざるを得ない状態である。

椿家文書は、奥阿武宰判（現阿武郡阿東町）で大庄屋をつとめた椿家代々
の史料で、昭和４０年代頃、山口大学文理学部国史研究室に一括して寄贈
されたものである。史料年代は、近世後期から明治・大正時代、１８世紀後
半から１９世紀後半の約１００年間に及ぶ。田畑や年貢に関するいわゆる地
方文書が中核をなし、法事・普請・家訓などの家政文書も多く含まれる。そ
の一方、文芸資料の類も混じっており、椿安斎（天保１１年＝１８４０没）の手
にかかる随筆や巷談風説の覚書、国学者近藤清石による添削指導の跡を
示す椿正静（生没年未詳）の和歌詠草などは、農村域における文化水準を
よく示すものと思われる。貴重な郷土史料と言うべく、全容の解明と活用が
期待されている。日本史専攻の学部学生・大学院生にとっては、文書の原
物に触れ得る恰好の演習材料であり、卒業論文や修士論文に繋がる研究
テーマを提供する可能性も充分にはらんでおり、その教育的効果も大きなも
のがある。
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

無し

人文学部棟，２階，考古学資料室

【保存環境】　温度・湿度の管理は行われていない。プラスチック製の収納コンテ
ナに入れて保管されている。

　当資料は，旧制山口高等学校の歴史学教官であった小川五郎（昭和４年に講
師、昭和１０年に教授）および山口高等学校嘱託の弘津史文の収集による考古
資料であり、もともと山口高等学校郷土室に展示・保管されていたものである。
　小川教授は，京都帝国大学に我が国で最初に置かれた考古学教室を卒業
し，科学的な学問を身につけた日本考古学草創期の人である。山口県にあって
は，旧制高校で教鞭を執りながら県内遺跡の調査研究を進め，山口県考古学
の父祖として名を残している。
　当資料は，小川教授が教育的見地から実物資料の有効性を期待して収集し，
山口高等学校に設置された郷土室に収蔵されるに至ったものである。これらの
資料は，当時の研究と教育の水準を知る上で重要である。また，当時の状況下
ゆえに収集し得た資料を含み，今日的に見ても研究資料として大変貴重なもの
である。しかしながら不幸にして，郷土室は昭和１２年に火災に遭う。このため，
一般には旧制山高考古資料は焼失したと思われているが，現有品は火中した
跡を拾い上げたものものであり、これらがその後山口大学に継承・移管されたと
みられる。被災により、出土遺跡や来歴が分からなくなっている資料がほとんど
であるが，これらは日本各地から出土した土器・石器・金属器などの考古遺物
のほかに，中国・朝鮮半島の遺物を数多く含んでいる。特に大陸の遺物は今日
では入手が不可能なもので大変貴重である。また遺物の中には類例が少なく、
学術的に重要な資料を散見することができる。
　当資料は，土器約900点・石器約250点，金属器約50点の総数約1300点と膨
大なため，内容および学術的価値については，未だ全てにわたる正確な把握に
は至ってはいない。これから調査を進めて行けば，まだまだ個別の貴重な資料
が明らかになってくることが期待できる。
　このように当資料は，現在分かっているだけでも，歴史的価値・学術的希少価
値を有するとともに今後の調査研究の対象となりうるものである。また専門教育
の見地からも，実物資料を取り扱うことは考古学の資質を養う上で必要不可欠
であり，授業などにおいて現実的に当資料の果たしている役割は大きい。した
がって，山口大学の有する貴重な学術資産として，大切に保管継承して行くべ
きものと考える。

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　人文学部　その３　　　　　　　　　　　　

官立山口高等学校旧蔵考古資料

土器約900点・石器約250点，金属器約50点の総数約1300点

5、保存状態

【保存状態】　保存状態は良好とは言えない。もともと火災に遭った資料である
ため，煤が付着したり被熱により脆くなったものがある。煤の除去や資料そのも
のの強化処理が必要である。加えて，金属器・人骨などの，温度湿度一定の管
理環境下で保管することが望ましいものについては経年劣化が進行し，資料に
よっては崩壊をはじめているものもある。緊急に防錆処理などの理化学的な保
存処理を施す必要が認められる。
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

【保存状態】　土器・石器については通常の保存状態であるといえる。金属
器については，本来温度湿度一定の管理環境下で保管することが望まし
いが，その措置がなされておらず経年劣化が進行している。緊急に防錆
処理などの理化学的な保存処理を施す必要が認められる。

山口大学人文学部考古学研究室編　『山口県雨乞台遺跡の発掘調査』
（山口大学人文学部考古学研究室研究報告　第５集）　1988年

山口大学人文学部考古学研究室編　『伊倉遺跡発掘調査概報』（山口大
学人文学部考古学研究室研究報告　第１集）　1982年

山口大学人文学部考古学研究室編　『松尾遺跡発掘調査概報』（山口大
学人文学部考古学研究室研究報告　第２集）　1983年

山口大学人文学部考古学研究室編　『西部瀬戸内における弥生文化の研
究』（山口大学人文学部考古学研究室研究報告　第３集）　1984年

山口大学人文学部考古学研究室編　『呉町廃寺発掘調査報告書』（山口
大学人文学部考古学研究室研究報告　第４集）　1987年

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　人文学部　その４ 　　　　　　　　

人文学部考古学研究室発掘調査資料

土器・石器・金属器・ガラス製品など総数約1500点

6、目録の有無

人文学部棟，２階，考古学資料室

【保存環境】　温度・湿度の管理は行われていない。プラスチック製の収納
コンテナに入れて保管されている。

　当資料は，人文学部考古学研究室が昭和55年から昭和61年にかけて
行ってきた山口県下関市伊倉遺跡，山口県熊毛郡平生町松尾遺跡，山口
県光市室積呉町廃寺，山口県大津郡日置町雨乞台遺跡の発掘調査によ
り出土した考古資料である。伊倉遺跡資料は山口県の弥生文化成立期の
様相を，松尾遺跡資料は山口県の弥生文化終末期の様相を究明する上
で重要な学術資料となっている。両遺跡は山口県にとどまらず，西部瀬戸
内の弥生文化を考える上での重要な資料を提供した。呉町廃寺は山口県
ではほとんど知られていない白鳳期寺院を研究する上での数少ない発掘
調査資料である。雨乞台遺跡は旧石器時代の文化層を対象として行われ
た数少ない発掘調査の一つであり資料的価値が高い。
　以上のようにこれらの４遺跡の発掘調査出土資料は，何れも学術研究
上重要な位置を占める資料である。また専門教育の見地からも，実物資
料を取り扱うことは考古学の資質を養う上で必要不可欠であり，授業など
において現実的にこれらの資料の果たしている役割は大きい。加えてこれ
ら資料は国の法律である文化財保護法の適用を受けるもので，山口大学
で適正に保管するよう義務付けられたものである。したがって，山口大学
の有する貴重な学術資産として，大切に保管継承して行くべきものと考え
る。

5、保存状態
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

人文棟
【保存環境】夏期は高温多湿，冬期は低温乾燥で極めて劣悪な環境。

人文学部中国学書庫には，主に文理学部中国文学講座初代青木正児教
授，第二代上村幸次教授が収集された漢籍・準漢籍を大量に所蔵してい
る。この中には，山口明倫館・越氏塾・旧制山口高等学校旧蔵のものも一部
含まれている。漢籍のうち明版に限定すれば以下のような稀覯本がある。
『新刻來瞿唐先生易註』15巻・首1巻・末1巻（12冊，清刊本），『新刊京本禮
記纂言』36巻（12冊，明･崇禎2年〔1629〕序刊本），『四書名物考』24巻（10
冊，明刊本），『却掃編』3巻（3冊，明･崇禎中虞山毛氏汲古閣刊本），『籌海
圖編』13巻（8冊，明･天啓4年〔1624〕績溪曾孫維極重校刊本），『鼠璞』1巻
（1冊，明刊本），『劉子新論』10巻（2冊，明刊本），『居家必備』10巻（6冊，明
刊本），『談苑』4巻（4冊，明･繍水艮沈氏尚白齋刊「寶顏堂秘笈續函」本），
『癸辛雜識』1巻『後集』1巻『新集』1巻『外集』1巻（8冊，明刊本），『山中一夕
話』7巻（1冊，明刊本），『東坡先生詩集註』32巻（16冊，明刊本），『劍南詩
藁』85巻（32冊，明･汲古閣刊本），『空同子集』66巻（12冊，明･万暦30年
〔1602〕玉堂藏板），『續呉先賢讚』15巻（6冊，明刊本），『李氏焚書』6巻（4
冊，明万暦間刊本），『明文奇賞』40巻（20冊，明･天啓3年〔1623〕序刊本）は
稀覯本と称するに値する。とりわけ，『鐫黄維章先生彙輯詩經考』18巻（10
冊，明刊本）は，中国国家図書館（北京図書館）本以外の伝本の存在を聞
かず，『史談補』5巻（4冊，明･万暦25年〔1597〕刊本）は，北京大学図書館以
外では山口大学にのみ藏される，極めて貴重な書籍と言うことができる。こ
の他，清版にも内府刊本をはじめとする数多くの稀覯本を有している。地方
大学にして，これだけの漢籍を所蔵する大学は稀であり，先人の学識の深
さ，教育研究に対する篤い情熱に敬意を表するものである。これらは，経年
による紙質の劣化，虫損に加えて，劣悪な環境下に収蔵されていることか
ら，いま，修復措置と環境改善とを講じなければ，今後一層の破損崩壊の途
をたどるのみである。また，学生が手にとって披閲することができてこそ，存
在価値を有するのであって，資産という一点に固執して，死蔵に任せること
となるような策を弄したならば，識者の哄笑するところとなるであろう。

学術資産継承事業調査票（個票）
所属部局　人文学部　その５ 　　　　　　　　　

人文学部所蔵漢籍（宣統3年〔1911〕以前）

宣統3年(1911)以前に刊行された漢籍に限っても，経部111種1720冊，史部
47種697冊，子部56種662冊，集部145種1508冊，叢書部18種879冊の，合
計378種5466冊を架蔵する。

5、保存状態
【保存状態】虫損は現在も進行中。

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

無（現在作成中）
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

無（現在作成中）

総合図書館新館３階貴重書庫室
【保存環境】従来、総合図書館新館３階４階に請求番号順に配架されていた
が、今次、学術資産継承事業図書館プロジェクトメンバーによって、和装本
のうち近世期以前に書写・刊行されたもののみを抽出のうえ、貴重書庫３階
に専用棚を設けて横置き配架することになった。今後は、適切な湿度管理
や、定期的な曝書が望まれる。

旧制山口高等学校および旧制商業高等学校旧蔵書中には、近世期以前に
書写もしくは出版された古典籍が豊富に含まれている。これらの古典籍は、
「山口講堂」「山口明倫館」「山口高等中学校」「山口高等学校」「山口高等商
業学校」などの印記を有し、山口大学の前身たる各校で代々受け継がれて
きたものと知られ、山口大学の知の原点とも言い得る資料群である。なかに
は、元和３年（１６１７）年刊行の古活字版『類字名所和歌集』８巻８冊や、室
町後期書写の『源氏物語』４３帖など、全国的にも珍しい典籍が混在してい
る。特に『源氏物語』には本文異同を示す書き入れが複数施されているが、
それらは、巻末識語により、天正１７年（１５８９）から寛永二十年（１６４３）に
かかる約５０年間にわたって続けられた校訂作業であることが判明する。学
問的姿勢を以てよく読み込まれた、貴重な伝本と言えるだろう。その一方
で、蔵書全体の傾向は稀覯本に偏るものではなく、国文学および国史学に
関わる基本文献を網羅する目的のもとに収集されていったことがうかがわれ
る。一例をあげれば、『伊勢物語』『枕草子』『源氏物語』『徒然草』『宇治拾遺
物語』や八代集をはじめとする歌書、およびそれらの注釈書、『三代実録』
『類聚国史』『神皇正統記』などの史書、『和漢三才図会』『本朝食鑑』などの
百科事典・風俗書、『漢書評林』『三体詩』などの和刻本漢籍が、主に、近世
期に行われた版本として伝存している。通常は翻刻や影印で活用するよう
な本が、本学にあっては原典もしくはそれに準ずる形態で利用できるのであ
り、その教育的効果にははかりしれないものがある。国書の総合データベー
スたる岩波書店『国書総目録』や『古典籍総合目録』にも未登載であるた
め、その存在は、学外の研究者はおろか、学内の研究者にさえほとんど知
られていないが、全容の解明と情報発信は国立大学法人として急務と言う
べく、目録の作成は喫緊の課題であろう。

学術資産継承事業調査票（個票）
所属部局　総合図書館　　　　　　　　　　　　　

旧制山口高等学校・旧制山口高等商業学校旧蔵古典籍

総タイトル４２４点、３３６８冊。右の数字には和刻本漢籍も含むが、純然たる
漢籍および明治以降出版の和装本については、今次調査の対象としていな
い。

5、保存状態

【保存状態】虫損や湿害を受けたものが少なくない。
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li310@yamaguchi-u.ac.jp

今回の調査を受けて　別紙　「保健体育教室所蔵　校史関連史料目録Ⅰ」を
作成した。

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　　　　教育学部 　　　　　　　　

保健体育教室所蔵　校史関連史料１
（山口青年師範学校所蔵　体育史関連史料　全12綴）

12綴

教育学部　163　保健体育教室　「体育資料室」

【保存環境】乾燥により、紙片が落脱。本来資料室にて保管されるべきもの
であるが、176池田研究室内の書庫に移動させ、一時的に保管中。

師範学校時代校史関連史料。当時の身体史、体育史に関する研究史料に
該当。昭和17年～24年までの山口師範学校（主として山口青年師範学校）
所蔵文書、12綴りを今回の調査を受けてひとつの目録に収めた。概要は以
下の通り。　　　　１　「地方体育大会綴（含公文書）」（昭和17年度以降）
２．「中国師範・青年師範体育連盟」（昭和21年度より）
３．校友会運動部「中国学生スポーツ連盟に関する綴」（昭和21年4月起）
４．「体育科　体育に関する講習研究会綴」（昭和21年以降）
５．「山口青年師範体育部　運動用具配給控（昭和22年度以降）」
６．自治会「陸上競技」（昭和23～４年）
７．「体育関係（器械器具・図書）目録綴」（昭和23-4年）
８．「文部省発体育関係公文綴」（昭和24年）
９．「防府市体育協会に関する綴」（体育科・昭和24年）
10．「校友会バレーボール関係綴」（昭和24年)
11．「山口青年師範学校　体育科　教授予定」(昭和24年度）
12．『体育指導者連盟綴」（昭和24年）

5、保存状態 【保存状態】綴じられていないものを含み、
扱いに注意を要する。
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別紙 「保健体育教室所蔵 校史関連史料目録Ⅰ」 

文書綴タイトル 記載年 概  要 保存場所 備 考

１．「地方体育大会綴（含公文書）」（昭和 17 年度以降） 昭 17-23 山口青年師範学校関係書類。 

（矢儀則明教授整理書類） 

 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

２．「中国師範・青年師範体育連盟」（昭和 21 年度より） 昭 21-24 山口青年師範学校関係書類。

（矢儀則明教授整理書類） 

「西部師範学校大会記録」「全

国師範学校・青年師範学校体

育連盟規約」他。 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

３．校友会運動部「中国学生スポーツ連盟に関する綴」

（昭和 21 年 4 月起）      

昭 21 山口青年師範学校関係書類。

（矢儀則明教授整理書類） 

「中国学生スポーツ連盟規約」

「山口県体育指導者連盟講習

会兼連盟総会案内」他 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

４．「体育科 体育に関する講習研究会綴」（昭和 21 年

以降） 

昭 21 山口青年師範学校関係書類。

（矢儀則明教授整理書類） 

「昭和 23 年文部省 運動医学

講習会開催案内」「昭和 23 年

スポーツ巡回始動講習会開催

について」「山口県高等学校体

育連盟規約（草案）」他 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

５．「山口青年師範体育部 運動用具配給控（昭和22年

度以降）」 

昭 22 山口青年師範学校関係書類。

（矢儀則明教授整理書類） 

「昭和 22 年度運動ゴム製品割

当について」他 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

６．自治会「陸上競技」（昭和 23～４年） 昭 23-24 山口青年師範学校関係書類。 

（矢儀則明教授整理書類） 

「中国四国学生陸上競技連盟

昭和２３年 定時代表委員総会

議事録」他 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

７．「体育関係（器械器具・図書）目録綴」（昭和 23-4 年） 昭 23-24 山口青年師範学校関係書類。 

（矢儀則明教授整理書類） 

「勢能 GYMNASTIC APPARATUS 

CATALOG 1948・1949・1953」[体操用

具カタログ]他 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

８．「文部省発体育関係公文綴」（昭和 24 年） 昭 24 山口青年師範学校関係書類。 

（矢儀則明教授整理書類） 

「学長宛 改正スポーツバッヂ

テスト（S・B・T）伝達講習会開

催案内」他 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

９．「防府市体育協会に関する綴」（体育科・昭和 24 年） 昭 24 山口青年師範学校関係書類。 

（矢儀則明教授整理書類） 

「昭和２3-４年度防府市体育協

会行事計画」他 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

10．「校友会バレーボール関係綴」（昭和 24 年) 昭 24 山口青年師範学校関係書類。 

（矢儀則明教授整理書類） 

 

教育学部

163 

体育史資

 

-22-



 

料室 

11．「山口青年師範学校 体育科 教授予定」(昭和 24

年度） 

昭 24 山口青年師範学校関係書類。 

（矢儀則明教授整理書類） 

 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

12．『体育指導者連盟綴」（昭和 24 年） 

 

昭 24 山口青年師範学校関係書類。 

（矢儀則明教授整理書類） 

 

教育学部

163 

体育史資

料室 
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li310@yamaguchi-u.ac.jp

今回の調査を受けて　別紙　「保健体育教室所蔵　校史関連史料目録Ⅱ」を
作成した。

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　　　　教育学部 　　　　　　　　

保健体育教室所蔵　校史関連史料２
（山口県女子師範学校運動部所蔵史料2点）

2綴

教育学部　163　保健体育教室　「体育資料室」

【保存環境】乾燥により、紙片が落脱。本来資料室にて保管されるべきもの
であるが、176池田研究室内の書庫に移動させ、一時的に保管中。

校史関連史料。とりわけ当時の身体史、体育史に関する研究史料に該当。
大正9年～昭和初期までの山口県女子師範学校運動部所蔵史料2点。
１．「女子師範学校運動部　運動会一件」（大正9年度以降）
２．女子師範学校運動部　小学校陸上競技大会（大正12年9月より）

5、保存状態

【保存状態】
扱いに注意を要す。
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別紙 「保健体育教室所蔵 校史関連史料目録Ⅱ」 

 

文書綴タイトル 記載年 概  要 保存場所 備 考

１．「女子師範学校運動部 運動会一件」（大正9年度以

降）              

大正９－

昭和 2 

山口県（室積）女子師範学校所

蔵書類。「大正９年開校記念運

動会」から「昭和２年第８回陸

上運動会関係書類」まで 

教育学部

163 

体育史資

料室 

 

２．女子師範学校運動部 小学校陸上競技大会（大正

12 年 9 月より） 

大正 12-

昭和４年

山口県（室積）女子師範学校所

蔵書類。 

「大正12-14年 小学校陸上競

技大会」、「昭和４年 山口県女

子師範学校主催 県下小学校

競技会案内」まで 

教育学部

163 

体育史資

料室 
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li310@yamaguchi-u.ac.jp

一連の体育史・学校保健関連史料とは異なるが、今回の調査を受けて作成
した　別紙　「保健体育教室所蔵　校史関連史料目録Ⅲ」の中に含めた。

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　　　　教育学部 　　　　　　　　

保健体育教室所蔵　校史関連史料３　（山口県師範学校　昭和2年度「校務
日誌」1綴）

１綴

教育学部　163　保健体育教室　「体育資料室」

【保存環境】乾燥により、紙片が落脱。本来資料室にて保管されるべきもの
であるが、176池田研究室内の書庫に移動させ、一時的に保管中。

当時の様子を知る貴重な校史関連史料に該当。山口県師範学校　昭和2年
度「校務日誌」1綴　当直のコメント、庶務課記載欄などあり。

5、保存状態

【保存状態】
扱いに注意を要す。
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別紙 「保健体育教室所蔵 校史関連史料目録Ⅲ」 

 

綴のタイトル 記載年 概  要 保存場所 備 考

山口県師範学校 昭和 2年度「校務日誌」 昭 2.4.1-

昭 3.3.31

・昭和２年４月１日から昭和３年３

月31日までの山口県師範学校『校

務日誌』。記載欄は以下の通り 

・欠席生徒数記載欄[ 課生徒數]

・職員移動出張事項等記載欄[職

員事故]・教務記載欄[教務]・当直

者氏名欄[當直]・庶務記載欄[庶

務] 

教育学部 

163 体育

資料室 

乾燥防

止の為

176 池

田研究

室の書

庫に一

時的に

保管

中。 

山口県立青年学校教員養成所所蔵 「国民体力検査関

係文書綴」  

昭 16-20  昭和 16～20 年度にかけて実

施された国民体力検査の実態

について。厚生省人口局・健民

局等から直轄学校長宛の公文

書を含み、この時期の教員養

成所における国民体力管理の

内実、国民体力法の扱い、検

査内容、検査の強化徹底の実

態がよみとれる。身体史・体育

史・学校保健衛生学史他の観

点から貴重視される史料。 

 教育学

部 163 

保健体育

教室 「体

育資料

室」 

研究上

の理由

から学

校保健

友定研

究室に

て一時

的に保

管中 

 

昭和 19 年 12 月厚生省健民局発行 「体力検査精密検

診指針」（山口青年師範学校所蔵 昭和 20 年２月 26 日

受付） 

 結核性疾患、花柳病、精神病、

癩病の診断指針等。  

上記、山口県立青年学校教員

養成所所蔵 「国民体力検査

関係文書綴」 に付随した文書

として保管されている。 

 教育学

部 163 

保健体育

教室 「体

育資料

室」 

研究上

の理由

から学

校保健

友定研

究室に

て一時

的に保

管中 
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li310@yamaguchi-u.ac.jp

今回の調査を受けて作成した　別紙　「保健体育教室所蔵　校史関連史料
目録Ⅲ」の中に含めた。

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　　　　教育学部 　　　　　　　　

保健体育教室所蔵　校史関連史料４　（国民体力検査関係文書綴他）

計２冊

教育学部　163　保健体育教室　「体育資料室」

【保存環境】乾燥により、紙片が落脱。

１．山口県立青年学校教員養成所　所蔵　「国民体力検査関係文書綴」
昭和16～20年度にかけて実施された国民体力検査にかかわる文書に相
当。　厚生省人口局・健民局から直轄学校長宛に送られた公文書を含み、こ
の時期の教員養成所における国民体力管理の内実、国民体力法の扱い、
検査内容、検査の強化徹底などの実態がよみとれ、身体史・体育史・学校
保健衛生学他の観点から極めて貴重な研究史料と位置づけられる。
２．昭和19年12月厚生省健民局発行　「体力検査精密検診指針」（山口青年
師範学校所蔵　昭和20年２月26日受付）。
結核性疾患の診断指針他を含む。

5、保存状態

【保存状態】
扱いに注意を要す。
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li310@yamaguchi-u.ac.jp

なし

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　教育学部　　　　　　　　　　　　　　

師範学校史関係史料および山口県師範学校郷土室保存史料

書庫にして３列×６段分（未整理のため概数把握３００綴以上）+桐ダンスひ
とつ分の書類　木版１M相当の表札２点（寮・講堂）、書画３点

教育学部北棟214　（教育学部同窓会事務局）

【保存環境】

・師範学校史関係史料300綴以上および山口県師範学校郷土室に展示され
ていたと思われる歴代校長等の肖像画、卒業生寄贈アルバム等学校史に
かかわる史料。・寮・講堂の表札、その他の書画
・目録なし。未整理の状態で保管。部分的に古い桐ダンスに保存されていた
ことから、現状、文書の痛み、劣化の進行は激しくないが、教育史等の学術
的観点から目録を作成の上、整理する必要が有る。吉田松陰直筆の文書を
接写したものなどの貴重資料、師範学校所蔵図書と思われる江戸時代の書
物等も含まれており、大学の重要な学術資産として、今後適切な形で整理
する必要がある。なお、第一次調査把握の段階で、学部プロジェクト委員で
こうした史料の内容把握をするには、量的にも時間的限界を超えるものであ
り、資産の概要は、継承保存のために整理を進めることで逐一その貴重性
について報告できる中身を含んでいる。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li310@yamaguchi-u.ac.jp

なし

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　 教育学部　(国語資料室) 　　　　

近世版本類

57点（別添一覧表のとおり）

国語資料室

【保存環境】
ロッカーの中にあり、塵埃、湿気、温度は適切である

歴史、国語学史として資料性は高い

5、保存状態 【保存状態】
極めて善本
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li310@yamaguchi-u.ac.jp

今回の調査を受け、別紙に目録（「１9世紀イギリススポーツ史関連貴重図
書一覧」）を作成した。

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部　　　　　　　　　　　　

１９世紀イギリススポーツ史関連図書数点

書籍６冊他

176池田研究室

【保存環境】　奈良女子大学にて科学研究費で購入し、研究プロジェクト継
続の必要性から研究代表者の山口大学赴任に伴い、山口大学に備品移動
させた図書類を主としている。そうした関係で、現在も専門とかかわって授
業・研究の関係上、頻繁に使用していており、研究室にて保管している。本
研究の継続中については研究者で管理できるが、退職後は湿度管理に留
意した組織的な管理が必要と思われる。

The Ｌife of a Ｓportsman / by Nimrod他　イギリス1800年代の古書数点
出版者 London : George Routledge and Sons
出版年 [1842]
大きさ vi, 402 p. : col. ill. ; 26 cm
一般注記 With thirty-five coloured illustrations by Henry Alken
著者標目 Nimrod, 1778-1843
 Alken, Henry
コード類 書誌ID=20588038 NCID=BA4145637X
・刊行年が1842年の19世紀である上にH.アルカンによる35枚の
カラー刷り銅版画の原本を含む。国内での購入価格の相場は45万円相当。
近代スポーツへの概念転換以前のスポーツ概念を知る上で貴重。
原本は国内で数冊の所蔵
・科研費で購入したものであり、大学研究室で保管している。

5、保存状態 【保存状態】　表紙等の破損があり、授業等でもスキャナーで取り込んだ部
分の映像を示すことによって、破損の進行を防いでいる。可能であれば装丁
の修復を行いたい。
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別紙 「１９世紀イギリススポーツ史関連貴重図書一覧」 

書名（マイクロ・フィルムタイトル）・著者名・出版社他 出版年 概  要 保存場所 備 考 

The Ｌlife of a Ｓportsman / by Nimrod 

出版社 London : George Routledge and Sons 

大きさ vi, 402 p. : col. ill. ; 26 cm 

一般注記 With thirty-five coloured illustrations by 
Henry Alken 

著者標目 Nimrod, 1778-1843 

 
書誌 ID=20588038 NCID=BA4145637X 

 

1842 
H.アルカンによる 35 枚のカラ

ー刷り銅版画の原本を含

む。国内での相場は 45 万

円相当。近代スポーツへの

概念転換以前のスポーツ概

念を知る上で貴重。 
原本は国内で数冊の所蔵 
装丁の扱い注意要す。 

教育学部 176 科研費で

購入 

The Ｔatler  

出版社 London : printed by Bye and Law 

大きさ 4 v. ; 22 cm 

コード類 書誌 ID=20587016 NCID=BA27736398 

1797 
18～19 世紀イギリスジャー

ナリズム貴重図書 4 巻 

教育学部 176 科研費で

購入 

The sports and pastimes of the people of England : 

including the rural and domestic recreations, May games, 

mummeries, shows, processions, pageants, and pompous 

spectacles, from the earliest period to the present time 

/ by Joseph Strutt  

出版社 London : Printed for T.T. and J. Tegg 

大きさ lxvii, 420 p. : ill. ; 27 cm 

別書名 ST:Strutt's sports and pastimes 

一般注記 "A new edition, with a copious index, by 
William Hone" 

Includes index 

著者標目 Strutt, Joseph, 1749-1802 

コード類 書誌 ID=20588337 NCID=BA41537686  

1833 
19 世紀初頭貴重本、初版

が 1801 年の 19 世紀スポー

ツ史最古の資料、であり、

学術的評価も高く、19世紀

スポーツ史研究上、最も重

視されている書のひとつ。本

書は、初版ではないが 1833

年版は急進主義的批評家

William Honeにより編集され

た復刻版として別途、歴史

的評価が加わる。 

 

教育学部 176 科研費で

購入 

The Illustrated London News July to Dec 1856 
1856 

・19 世紀貴重本、ロンドン

博覧会の模様を報道する

貴重資料 

教育学部 176 科研費で

購入 

Life in London, or, The day and night scenes of Jerry 

Hawthorn, Esq. and his elegant friend Corinthian Tom, 

accompanied by Bob Logic the Oxonian in their rambles 

and sprees through the metropolis / by Pierce Egan 

出版社 London : Printed for Sherwood, Neely, and 
Jones, Paternoster-Row 

大きさ xvi, 376 p. : ill. ; 25 cm 

一般注記 'Decicated to his most gracious Majesty, King 
George the Foruth' - t.p. 

著者標目 *Egan, Pierce, 1772-1849 

コード類 書誌 ID=20587241 NCID=BA18362956  

1821 
・英文学史上、スポーツ史

ジャーナリズム研究史上

においても重要な文筆家

ピアス・イーガンの小説『ラ

イ フ ・ イ ン ・ ロ ン ド ン 』

（1821）の初版 

 

教育学部 176 科研費で

購入 
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19 世紀初頭スポーツ・ジャーナリズム関係貴重本マイクロフィ

ルム 12 本 
1820-32

大英博物館ないし大英図

書館所蔵の貴重本をマイク

ロリーダー化したもの。 
マイクロフィルム 14 本 マイク

ロフィッシュ 1820-1832 年ま

で。 
国内では入手できないロー

カル新聞、及び単行本。 
これらは備品ないし図書登

録しているものではない。 
1999 年度の文部省在外研

究時に現地で調達。 

教育学部 176 私費に

て購入

 

（退職

後等は

図書館

に寄付

し、管

理をお

願いし

たい。）
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　教育学部 　　　　　　　　　　　　

質量分析計（アルコシステム・WSMR-1400A）

1台

教育学部101-2

【保存環境】

　気体中の酸素、二酸化炭素、窒素、およびアルゴンの濃度を測定するこ
とが可能である。各ガス濃度は電圧値として出力される。通常は、流量計
と組み合わせて、ヒトの酸素摂取量や二酸化炭素排泄量などが自動的に
計算されるようなシステムの一部として使用しており、各変数の数値データ
が得られる。高額（6695千円）な実験機材であり、国立大学法人の中でも
所有しているところは決して多くはないようである。

5、保存状態 【保存状態】　良い
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li310@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

秋山泉氏寄贈絵画2点

2点

教育学部長室壁面に展示

【保存環境】　現在、作品は２点とも学部長室に展示されている。直射日光に
晒されることもなく、適度な換気も行われている。保存環境として問題はない
と考えられる。

　・秋山泉氏は二期会委員として現在も活躍中の画家である。その作品は
人物、風景を繊細な形態と色彩によって表現している。モチーフはロマン主
義的な題材を取り上げている。こうした作品を山口大学が継承保存をするこ
とによって地域文化の貢献の一助となる。
（*推定資産価値　1点に付き100～125万円以上。　経済学部・附属図書館
玄関前にも寄贈作品有り。教育学部には記載の2点のみ）

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li310@yamaguchi-u.ac.jp

なし

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　　教育学部　　　　　　　　　　　

学部長室にある壷3点

壷3点

教育学部学部長室

【保存環境・状態】

詳細不明。明代・清代の壷の贈答品か？
代々、学部長室に置かれてきた。

5、保存状態 【保存環境・状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li310@yamaguchi-u.ac.jp

なし

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　教育学部 　　　　　　　　　　　　　

農業用具

上述の通り

教育学部　実習農場　（大内長野管内に設置）

【保存環境・保存状態】

a. 一斗枡　　２
b. 唐箕　　１（穀物の選別器）
c. -a 竹篭（田植えの苗運搬用）　２　c-b 竹ざる（目の細かいもの）
d. 水桶　（木製で箍で締めてある）１
e. 脱穀機　（現在も公開講座等において古代米の製造に使用）　１
 
・以上は現在生産されておらず、また作成できる職人もいない。
・乾燥により桶の箍が外れると、破損する恐れあり。
・現在使用中のものを含む（平成18年度　埋蔵文化資料館公開講座　第一
回「古代のお米をつくって見よう」においても使用）。
・農業実習農場（山口市大内長野）内に保管。
・当農場は、昭和36年以来、教育学部学生の実習のために設置され、今日
においても、学生が実習で使用する他、附属幼稚園や附属養護学校等にお
ける栽培体験やその他の行事においても使用。これらの道具は昭和36年以
前、あるいは師範学校時代から使用されていた可能性もあり。

5、保存状態 【保存環境・保存状態】

ｂ　唐箕

a 一斗枡

c-a　竹篭

ｄ　水桶

e 脱穀機

ｃ-ｂ　竹ざる
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

動物はく製　アナグマ

【保存環境】

完成された動物はく製であり、今後入手することは困難である。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量　１

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

なし

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　教育学部 　　　　　　　　　　　　

イトウ

教育学部理科演習室

【保存環境】　　棚

北海道の一部の河川または湖沼に生息する日本最大の淡水魚（サケ科）
の
標本である。

5、保存状態 【保存状態】ほこりをかぶっているがが、状態はよい。
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

　オウムガイ

【保存環境】

生きた化石として世界的に有名な標本である。標本そのものは珍しいもので
は
ないが、切断標本がセットになっているので、教育的価値は高い。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

動物はく製　オオトカゲ

【保存環境】

希少価値のある動物のはく製標本である。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

動物はく製　オオコウモリ

【保存環境】

希少価値のある動物である。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

　オオコウモリの骨格標本

【保存環境】

完全な前進骨格の標本で、入手は困難である。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量　　１

4、保存場所：教育学部

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

なし

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　教育学部理科教育教室　　　　

動物はく製　「カモノハシ」

1

【保存環境】

世界的にきわめて希少かつ貴重な動物のはく製標本である。今後は絶対に
入手することはできない。

5、保存状態 【保存状態】　良
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

なし

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　教育学部 　　　　　　　　　　　　

生物はく製標本　クマタカ

1

教育学部理科教育教室

【保存環境】

現在では説滅危惧種にリストアップされている希少価値のある動物の
はく製標本である。

5、保存状態 【保存状態】　良
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　　教育学部 　　　　　　　　　　

チョウザメ

【保存環境】

世界的に希少な魚のはく製である。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量　：　１

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

なし

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　教育学部 　　　　　　　　　　　　

テナガザル

教育学部

【保存環境】

日本にはいない猿の標本である。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

動物はく製　ハリネズミ

【保存環境】

世界的に珍しい動物のはく製標本であり、今後の入手は困難である。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

　動物はく製　ムクドリ

【保存環境】

日本の野鳥のはく製標本である。この動物自体は珍しい鳥ではないが、今
後
入手することは困難である。教材としての価値有り。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

　動物はく製　ライチョウ

【保存環境】

日本の特別天然記念物であり、今後はく製標本を入手することはできない。
教育的価値は高い。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

動物はく製　リス

【保存環境】

希少価値のある動物ではないが、標本としての価値は高い。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。
*回答先：情報環境部情報企画課総務係　li311@yamaguchi-u.ac.jp

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　　　教育学部 　　　　　　　　　　　

　ダチョウの卵

【保存環境】

あまり珍しいものではないが、最大の卵として有名である。

5、保存状態 【保存状態】
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　　教育学部 　　　　　　　　　　　　　

亀山キャンパスより移植の植木

黒松　4本
多行松　2本（1本は台風に被害により枯れそうです。）
貝塚イブキ　2本
楠　1本～2本（移植不明　１本を含む）
他にもある可能性あり

教育学部　前庭

【上段　黒松4本；下段　多行末2本の保存環境・保存状態】

a 黒松　４本　（教育学部前庭）
b 多行松　2本　（教育学部前庭）
ｃ　貝塚イブキ　2本　（教育学部正面玄関前　両脇）
ｄ　楠　（教育学前前庭）　2本

教育学部　亀山地区より現在地に移植
樹齢100年を超える師範学校校庭ないしは山口明倫館縁のものと思われる
植木
吉田キャンパスへの移動に伴い移植。

5、保存状態

【上段　貝塚イブキ2本；下段　楠2本の保存状態・保存環境】

台風の被害に
より枯れか
かっている。

黒松4本のうち1本を拡大
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所属部局　　　工学部　　　　

1．学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

記入者　

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。

学科又は専攻　　電気電子工学科　　氏名（内戦） 小柳 剛（９４２０

管理者　　学科又は専攻　　電気電子工学科　　  　氏名　　学科長　　　　　　　

【保存状態】 展示用としては良好

無

【保存環境】 展示用ガラスケース内に収納

電気電子工学科の学生に授業で紹介される過去または現在でも使われてい
る実際の電子部品を紹介するために設置。現在では手に入らない電子部品
が多数あるため，将来電気電子工学分野の技術史を教えるためにも保存が
必要。

コアメモリー：１，OPアンプとダイオード：1式，トランジスタ：1式，通信用小型リ
レー：1式，光電変換素子：1式，集積回路：１，サーキュレータ：１，真空管：1
式，磁気ヘッド：4，各種高周波発信用真空管：1式，光電子増倍管：１，レー
ザー：１，光ファイバー：１，水晶模型：１

5、保存状態

学術資産継承事業調査票（個票）

展示用電子部品一式

電気電子工学科棟1階廊下
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所属部局　　　工学部　　　　

1．学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

記入者　

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。

工学基礎教育(数学・物理)　　　　　　　　　　荻原　千聡（9811）　　　

管理者　　学科又は専攻　　工学基礎教育　　　　　氏名　(主任) 嶋村 修二

【保存状態】木製枠の塗料に、見苦しい文字が白ペンキで書かれてある他
は特に問題なし。

なし

【保存環境】実験準備室に保管中。温度管理、湿度管理は特に行っていない

5、保存状態

学術資産継承事業調査票（個票）

計算尺と思われる定規状のもの

1式

西研究棟

電卓やパソコンが普及しなかった時代に、用いられた計算尺の実物を目に
することは現代ではほとんどないと思われる。当該の品も本当に計算尺な
のかどうか判断できないが、もし計算尺の実物であれば、これを見ながら
その仕組みや計算の方法を考えることなど教育的に有効であり、資産継承
価値は大きい。
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所属部局　　　工学部　　　　

1．学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

記入者　

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。

5、保存状態

学術資産継承事業調査票（個票）

化学天秤

2

西研究棟

精密な天秤であり、その美しさも目を引く。当時の技術者の精密測定への
熱意を現代の若い学生、研究者、技術者に伝えることができ、継承保存の
価値は大きい。ただし、これと同様のものがすでに1台工学部図書館に展
示されており、他にも類似のものが山口大学内には多数残っている可能性
もある。多数残っているのであれば、すべてを保存する必要はないと思わ
れる。保管スペースの問題もあり、現在のところ廃棄処分予定である。

工学基礎教育(数学・物理)　　　　　　　　　　荻原　千聡（9811）　　　

管理者　　学科又は専攻　　　工学基礎教育　　　　氏名　　(主任) 嶋村 修二

【保存状態】木製枠の塗料に、見苦しい文字が白ペンキで書かれてある他
は特に問題なし。

なし

【保存環境】実験準備室に保管中。温度管理、湿度管理は特に行っていない
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所属部局　　　工学部　　　　

1．学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

記入者　

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。

工学基礎教育(数学・物理)　　　　　　　　　　荻原　千聡（9811）　　　

管理者　　学科又は専攻　　　工学基礎教育　　　　　氏名　(主任) 嶋村 修二

【保存状態】木製枠の塗料に、見苦しい文字が白ペンキで書かれてある他
は特に問題なし。

なし

【保存環境】実験準備室に保管中。温度管理、湿度管理は特に行っていない

5、保存状態

学術資産継承事業調査票（個票）

標準電池、標準抵抗、ガルバノメーター

1式

西研究棟

電気抵抗などの精密測定のために用いられた機器である。ただし、これが
実用品だったか、それとも学生実験教材用に作られたものなのかは不明。
現代のような半導体技術のない時代にあっても、精密測定のためにさまざ
まな知恵を尽くしていたことを現代の学生、研究者、技術者に伝えるうえ
で、保存継承の価値は大きい。
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所属部局　　　工学部　　　　

1．学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

記入者　

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。

学科又は専攻　社会建設工学専攻　氏名　　松田　博 　　　　　　　

管理者　　学科又は専攻　社会建設　　　　　　　　氏名　　　松田　博 　　　　　

【保存状態】
温度・湿度管理等は行っていなし。、

無

【保存環境】
実験室のロッカ－にて保存

5、保存状態

学術資産継承事業調査票（個票）

タイガ－機械式計算機

　1台　幅　300mm程度

社会建設工学科基盤構造工学研究室

電子式計算機の開発前に用いられてきた機械式計算機である。工学部に
は、他にも残存していると思われるが、比較的保存状態がよいので、対象資
産として提案した。
状態のよいもの、1台は保存が必要。
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所属部局　　　工学部　　　　

1．学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無

記入者　

*記述欄のスペースが不足する場合は枠を拡げて記述してください。

学科又は専攻　社会建設工学専攻　氏名　　松田　博 　　　　　　　

管理者　　学科又は専攻　社会建設　　　　　　　　氏名　　　松田　博 　　　　　

【保存状態】
温度・湿度管理等は行っていなし。、

無

【保存環境】
実験室のロッカ－にて保存

5、保存状態

学術資産継承事業調査票（個票）

（機械式）インバ－タ－

　1台　幅300ｍｍ程度

社会建設工学科基盤構造工学研究室

自動車用バッテリ－12Vを100Vに変換するための装置。12Vで100V用発電
機を回転させるという方式である。
電子式に変わるまで、屋外での振動測定に用いられた装置である。比較的
保存状態がよい。
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1、学術資産タイトル

2、対象資産の概要
　　及び継承保存の必要性

3、数量

4、保存場所

6、目録の有無
約3000点は国立科学博物館のデ タベ スに収録されている．

学術資産継承事業調査票（個票）

所属部局　農学部（田中秀平研究室）

　菌類標本

総標本数：約4000点、内タイプ標本数260点

農学部429号室

【保存環境】空調した部屋で防虫処理した環境下で保存．

　植物寄生性菌類の乾燥標本を保存継承している．この中にはタケ・ササ
類の寄生菌コレクションを中心に多くの新種のタイプ標本（基準標本）が含
まれており、これらは国際的な取り決めとして永久保存と国内外の研究者
の求めに応じて借覧が義務づけられている．また、他にも貴重な標本が多
く、これらについても貸し出しを行っている．現在、国内２機関に12点、国外
１機関に10点を貸し出している．

5、保存状態

【保存状態】良好．ただし、約半数は標本ラックに整理し収納しているが、残
りは段ボール箱に詰めて保存している状態であり、今後ラックを追加し整理
が必要であると考えている．
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山口大学図書館の現状と課題 
 学術資産所蔵の現状調査のうち、文字・活字資料の多くを所蔵している総合図書館の資

料保存について、概況を述べる。 
 
１．現状 
１－１．保存環境 
 総合図書館新館 3 階を貴重書書庫室として、金網で一般書庫と区分をしているのみであ
り、また、空調設備も設置されているが、数年前から省エネルギー対策のため運転するこ

とはなく、湿度は梅雨期で８０％を記録し、高温である。また、冬季には乾燥し、高温多

湿と、低温乾燥の状態を年間を通して繰り返している。また、窓からの採光や、室内蛍光

灯も閲覧室と同様の仕様であり、保存環境は劣悪といわざるを得ない。 
１－２．保存状態 
 継承資産のうち、貴重資料については、旧山口高等学校、旧山口高等商業学校、旧師範

学校などから継承した資料が多くを占める。棲息堂文庫は全て秩入りであるが、他の特に

旧山口高等商業学校継承の和漢古書資料は、長年の誇りが圧着し、多くに虫損があり、和

紙を主体としているにもかかわらず、酸化が進行している。洋書についても、革装丁の表

紙の多くが乾燥し、柔軟性を失っている。1８世紀以前の洋紙であるにもかかわらず酸化が
進行している。 
 
２．保存対策 
 図書館界では、1956年ウィリアム・バーローによる調査報告書「蔵書の劣化：その原因
と対策」の発表により、スローファイアと呼ばれる「酸性紙問題」への警鐘をならし、ま

た 1966年のフィレンツェの大洪水を契機にしたＩＦＬＡ（国際図書館連盟）への資料保存
分科会の設置（1977年）とその報告書「図書館における保存と修復の原則」（①治療より予
防、②オリジナリティの尊重、③大量保存のアプローチ）の発表（1979年）など多くの先
人の研究討議がなされ、資料保存の考え方や対処方針が整理されてきている。 
上記「原則」は、1986年に改訂がなされ、 年には、ＩＦＬＡ資料保存分科会から「図

書館資料の予防的保存対策の原則」が公表された。そこでは、（１）図書館の組織の目的に

合致した保存ニーズのため保存すること、（２）現在及び将来の利用者の利用のため保存す

ること、（３）紙媒体の場合には資料の完璧な保存は不可能であることを認識し、個々の資

料の補修、保存というよりは、資料全体の予防的保存対策に重きをなすこと、（４）保存の

責任は、組織の目的、蔵書方針、人材、予算などの総合的観点から保存対策をする必要が

あることから、組織全体、全員の責任であることを自覚し、保存対策を行うこと、（５）図

書館単独でできることは限られることから、他部局、他機関との協力体制が不可欠である

などがいわれている。これらＩＦＬＡ原則も参考にしながら、総合図書館の保存対策を考

えてみたい。 
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２－１ 温湿度 
 温湿管理が絶対的に必要である。ただし、全ての資料についての適正な温湿度というも

のは存在しない。一般の紙の場合は常に低温低湿（温度 10度以下、相対湿度３０～４０％）
であることが重要であるが、革等の装丁は相対湿度５０％以上でなければ劣化が早く進む。

しかし、相対湿度６０％以上ではカビが発生しやすくなる。それぞれの資料に適した温度

湿度はそれぞれ異なるといわざるを得ない。少なくとも、保存場所の温湿度の計測記録が

必須であり、自記温湿計の設置が望ましい。 
 また、山口大学総合図書館は山口盆地に存在し、一日の寒暖の差が大きい。急激な温湿

度の変化は紙の劣化を促進する。温湿度を安定させるには空調設備が必要であるが、省エ

ネルギー対策のため長年にわたって、空調設備は停止されていた。一般書庫と同等の現在

の環境で対策を講じるとすれば、中性紙の保存箱に収納することが現実的である。また、

酸化の激しい図書には、中性紙の調湿紙を図書に挟み込み酸化の進行を遅らせることも考

えられる。 
 
２－２：埃、カビ 
 多くの資料に長年の埃が圧着している。これらは空気中の汚染物質の場合もあり、資料

の酸化による劣化やカビの発生原因にもなる。刷毛等による埃の剥落と書庫内に排気しな

い工夫をした吸引機（ＨＥＰＡフィルター装着）による埃の排除が必要であるが、その作

業は人体に悪影響を及ぼす可能性もあり、高性能の防塵マスク着用による作業が必要であ

る。 
２－３：光 
 光、特に紫外線は紙等有機物を酸化させ化学変化を促進させる。蛍光灯の光にも紫外線

が含まれている。温湿度管理と同様、光についても照度計による測定と記録が必要であり、

書庫については５０～２００ルクスの照度で十分とされる。この程度の照度にするには自

然光は遮断し、人口光で採光する。総合図書館では窓にはＵＶカットの遮光フィルムを張

り、蛍光灯にもＵＶカットの遮光フィルムを張る必要がある。 
 
２－４：害虫 
 中損資料が数多く見受けられるが、害虫そのものを視認することは今のところない。以

前燻蒸設備もあったようで、旧高等商業学校蔵書は 1 度燻蒸処理がされているようではあ
る。今後も書庫内に害虫が入り込まないよう定期的な監視が必要である。 
 
２－５：保存環境改善 
 環境改善には、①貴重書書庫の新設、②空調設備の完備、③コレクション全体の脱酸処

理、燻蒸処理などが理想的ではあるが、財政的には現実的ではない。今の環境でもできる

基本的な環境改善の方策は、上記の諸手当を施すことと、計画的、定期的な清掃である。
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それぞれのコレクションにふさわしい保管方法と定期的な計測、点検、清掃を土台にして、

長期的な保存計画を立てることが重要である。 
 
３．媒体変換 
 原本の劣化進行を最小限にするためには、その資料の利用を最小限にすることが望まし

いが、図書館資料は利用されるために存在しており、保存するためではない。しかし保存

されていなければ、将来の利用者が利用することもできない。この保存と利用という一見

矛盾する問題を調整する方法が複製であり、印刷出版物も、元来複製本である。電子複写

機の登場によりコピー複製物が、写真技術の向上によりマイクロフィルム複製物が、そし

て電子技術の向上によりデジタル複製物が作られることとなった。これら複製物にもそれ

自体の保存問題があり、たとえば、マイクロフィルムはセルロースベースの場合には劣化

しやすいが、銀－ゼラチンベースでは 500 年の寿命があるといわれる。また、デジタル複
製物は、利用することによって劣化することはないが、ＣＤ－ＲＯＭ等の媒体寿命に実績

はまだなく、そのこと以上に、デジタル複製物を利用するにはサーバに電源を入れる必要

があり、頻繁にバージョンアップするソフトウェアで利用しなければならないという問題

がある。しかし、インターネットの発達した現代では、これら①紙によるコピー、②マイ

クロフィルムによるコピー、③デジタルによるコピーという各媒体間を適切に媒体変換す

ることによって、利用を旨とした保存問題を一定解決できる方策が考えられるようになっ

た。ここでは、デジタル変換を中心に考えてみたい。 
３－１：目録のデータベース化 
 紙媒体の保存の場合でも、図書館のコレクションは目録を作成し、その目録を土台に図

書館資料の保存と利用のサービスを提供してきたが、図書館資料のデジタル画像化の場合、

利用のためには検索という行為がなければ利用することはできず、目録のデータベース化

が必須である。具体的には、各コレクションで作成されている冊子体の目録をデータベー

ス化することが必要である。 
３－２：資料のデジタル化 
 図書資料をデジタル化する方法には、様々なものがあり、現在最もオーソドックスな方

法は一度マイクロフィルム化して、そのマイクロフィルムをデジタルスキャンする方法で

あり、マイクロフィルムを保存用、デジタル画像を利用用にする。この方法では 2 種類の
媒体変換コストがかかることやデジタルスキャンやデジタルカメラの技術が進歩したこと

により、資料を直接デジタル化することも普及しているが、上述したようにデジタル画像

の保存にはまだ実績がなく、デジタル画像をマイクロフィルムに変換し保存することも行

われている。ＩＴ技術や写真技術の動向に留意し、適切な媒体変換を選ぶことが重要であ

る。 
 デジタル画像の大きな特徴は、デジタルをコピーしても劣化しないことである。このこ

とは、資料のデジタル画像が大量にたやすく複製できることを意味しており、新たな著作
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権問題を惹起しているが、保存問題に関しては、むしろ、多くのコピーを作り出し、多く

のサイトに置くことによって、デジタル資料の消滅を予防するという道を開いていると考

える。サイトを維持したり、検索システムやソフトウェアを維持していくには多大のコス

トを必要とし、そのため、デジタル保存では財政的に大学全体の協力や他機関同士の協力

関係が必要であるが、資料のデジタルコンテンツ自体の保存、利用のためには、すでに単

館レベルで行うのではなく、目録データベース化では総合目録データベースが重要である

のと同様、デジタルコンテンツ自体も総合的なミラー化の世界に入っていくのではないか、

そのため一層、他機関との協力、連携が重要になってくると思料する。 
 
４．保存のためのコスト 
 保存方策の各局面でのコストを調査した。（久保清風堂、ナカバヤシ、アシストマイクロ、

山五写真） 
 
・保存環境 

品名 単価 備考 
自記温湿計 20,000円～60,000円 アクティブショップ

中性紙保存箱 1,200円～1,300円 ナカバヤシ 
帙 2,700円～4,500円 ナカバヤシ 
桐箱 2,200円～7,200円 ナカバヤシ 
吸引掃除機 80,000円～110,000円 日立家電 
高性能防塵マスク 2,000円～6,000円 テックジャム 
遮光フィルム 20円～40円／76cm～152cm×1cm グラスセイフ 
脱酸処理 48,000円／1箱（平均 30冊） 日本ファイリング 
･修復 

修復法 久保清風堂 ナカバヤシ 備考 
綴り分解・本紙養生・

綴り戻し 
280円～560円 1,400円  

・本紙裏打ち 2,700円～3,500円 850円  
・本紙漉嵌め修理 2,150円   
・本紙相紙(唐本入紙) 350円～1,200円   
・相紙修理 350円～4２0円   
表紙修理補強 6,000円 1,400円  
・ 媒体変換（マイクロフィルム：山五写真、アシストマイクロ） 

作業名 単価 備考 
ネガ作成 50円  
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ポジ作成 50円  
マイクロからのデジタル化 50円  
スキャニング 50円  
デジタルデータのマイクロ

化 
  

・ 目録データベース化 
   
パンチ入力費 1円／漢字 冊子目録のパンチ入力 
遡及入力外注費 ヒット：100円／1件 

新規：500～1,500円 
Nacsis-catへの入力 
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委 員 長 糸 長 雅 弘 ( 大 学 情 報 機 構 )

副委員長 大 場 高 志 ( 情 報 環 境 部 )

委　　　員 尾 崎 千 佳 ( 人 文 学 部 )

委　　　員 池 田 恵 子 ( 教 育 学 部 )

委　　　員 森 下 徹 ( 教 育 学 部 )

委　　　員 河 野 眞 治 ( 経 済 学 部 )

委　　　員 藤 原 貞 雄 ( 経 済 学 部 )

委　　　員 加 納 隆 ( 理 学 部 )

委　　　員 中 村 和 行 ( 医 学 部 )

委　　　員 松 田 博 ( 工 学 部 )

委　　　員 糸 原 義 人 ( 農 学 部 )

委　　　員 田 畑 直 彦 ( 埋 蔵 文 化 財 資 料 館 )

山口大学所蔵学術資産継承事業プロジェクト活動委員会委員
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